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の
高
速
道
路
の
収
支
体
系
に

策
を
描
き
、

値
下
げ
に
よ

組
み
込
み
、

全
国
で
広
く
浅

っ
て
ど
の
程
度
、

地
域
経

く
負

担

す

る

方

法

が
合

理

済
が
浮
揚
す
る
か
を
明
確

的
。

二
〇
〇
三
年
に
国
が

一　
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

国

兆

三
千
億
円
余
り
の
道
路
特

に
は
四
国
発
の
物
流
を
増

定
財
源
を
投
入
し
て
借
金
の

や
す
よ
う
な
積
極
的
な
産

一
部
を
負
担
し
た
こ
と
で
、

　

業

振

興

策

が
求

め

ら
れ

現
在
の
本
州
四
国
連
絡
高
速

る
。

道
路
会
社
の
経
営
は
大
き
く

　

―
今
後
、

大
橋
を
ど
う

改
善
し
て
い
る
。

架
橋
を
行

生
か
し
て
い
く
べ
き
か
。

っ
た
国
の
責
任
で
、

も
う

一　
　
本
四
架
橋
を
生
か
し
た

度
国
費
を
投
入
す
れ
ば
大
き

活
性
化
策
は
こ
れ
ま
で
、

く
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
岡
山
、

香
川
な
ど
単
県
で

―
値
下
げ
は
地
域
の
活
性

考
え
ら
れ
、

共
通
の
具
体

化
に
つ
な
が
る
か
。

　
　
　
　
的

ビ

ジ

ョ
ン
が

な
か

っ

単
に
値
下
げ
す
る
だ
け
で

た
。

二
十
周
年
を
機
に
、

な

っ
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
点
が
問
題
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載

る
。
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―
瀬
戸
大
橋
が
地
域
に
与

え
た
影
響
を
ど
う
評
価
す
る

か
。架

橋
時
は
四
国
や
岡
山
県

で
の
企
業
立
地
件
数
が
全
国

平
均
を
上
回
る
な
ど
、

そ
れ

な
り
に
効
果
は
あ

っ
た
。

大

橋
に
つ
な
が
る
高
速
道
路
網

の
完
成
が
数
年
後
だ

っ
た
た

め
、

橋
が
孤
立
し
た
状
態
が

続
い
た
分
、

地
域
経
済
の
浮

場
が
遅
れ
た
の
は
残
念
。

た

だ
、

今
年
大
学
に
入
学
し
た

十
八
歳
の
学
生
は
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
橋
が
あ
る
。

地
域

に
と

っ
て
当
た
り
前

の
存
在

と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と

は
確
か
だ
。

―
割
高
な
通
行
料
金
が
開

通
以
来
、

問
題
視
さ
れ
て
き

た
。海

峡
部
は
陸
上
部
に
比
べ

て
建
設

コ
ス
ト
が
高
い
。

し

か
も
、

借
金
を

一
定
の
年
数

で
返
済
す
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
料
金
が
決
め
ら
れ
た
た

め
、

利
用
者
の
論
理
を
無
視

し
た
ま
ま
、

異
常
に
高
い
料

金
設
定
と
な

っ
て
い
る
。

完

成
し
た
の
は
バ
ブ
ル
経
済
期

だ
が
、

そ
の
後
景
気
は
低
迷

し
、

考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど

経
済
効
果
や
通
行
台
数
が
伸

び
な
か

っ
た
。

料
金
を
下
げ

―
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

し
て
い
な
い
人
も
多
い
し
、

の
民
営
化
後
、

期
間
限
定
の

企
画
割
引
が
あ
る
こ
と
を
知

休
日
割
引
な
ど
が
行
わ
れ
る

ら
な
い
人
も
少
な
く
な
い
。

よ
う
に
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
何
度
も
繰
り
返
し
て
実
施
す

割
引
サ
ー
ビ
ス
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ

る
こ
と
で
認
知
度
を
高
め
、

（自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）

利
用
促
進
や
ど
の
よ
う
な
需

搭
載
車
に
限
定
さ
れ
て
い
る

要
が
あ
る
か
を
見
極
め
ら
れ

な
か
む
ら

・
り
ょ
う
へ
い
　
一京
都
大
工
学
部
卒
、

筑
波
大
大
学
院
修
了
。

岡
山
大

経
済
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
６
年
か
ら
同
大
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究

科
教
授
。

専
門
は
都
市
経
済
学
、

地
域
政
策
。

高
松
市
出
身
。

５５
歳
。

橋
は
全
国
の
高
速
道
路
網
を

れ
る
だ
け
で
終
わ
る
可
能
性

う
す
る
こ
と
で
真
の
本
四

―
通
行
料
の
大
幅
値
下
げ

構
成
し
て
い
る
。

現
状
は
三

が
あ
る
。

岡
山
、

香
川
両
県

一二
橋
時
代
が
出
現
す
る
。

は
可
能
か
。　

　
　
　
　
　
　
橋
の
み
の
料
金
収
入
で
借
金

と
地
域

の
大
学
や
企
業
、

あ

将
来
の
道
州
制
を
に
ら
ん

瀬
戸
大
橋
を
含
む
本
四
三

を
返
済
し
て
い
る
が
、

ほ
か

る
い
は
中

四
国
全
体
で
振
興

だ
と
き
、

こ
こ
を
逃
す
と

仮
に
中
四
国
州
が
実
現
し

た
と
し
て
も
、

心
は
ば
ら

ば
ら
の
ま
ま
に
な

っ
て
し

ま
う
。
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